
黄

漿

輝

師

の
「心
」
の

考

察

(下
)

古

田

心
示

忠

 

然

し

此
威

に
問
題
が

あ

る
。

一
者
獲

じ

て
他

者
と
な

る
な

ら

ば
問
題

は
な

い
。

然

し
、
無

明

實

性
即
佛

性

(
謹

選

歌

)
、

煩
櫛

興

善

提

一無

異

相

一
(
十

三
丁
裏

)
、
得
念

失
念

無
レ非
昌菩
提

一
(
圓
畳
纏

)

の
如

く
矛
盾

し

つ

～
矛
盾

せ
ざ

る

事
は
如

何

に
し

て
可
能

か
。

私

は
か

、
る
根

嫉
を

息

心

二
求

め

た

い
。
然

し

息

心
と
云

ひ
無

心
と

云
ひ
塞

心
と

云

ひ

、
是

等

は
如
何

な

る
事

か
。
「
無

心
者
無

二

切

心
一也
」
と

云

つ
て
ゐ

る
。
.即
外

に
求

め
得

ら

れ
な

い
と
す

れ
ば

、

必
然

的

に
内

に
求

め
ら
れ

ね
ば

な
ら

ぬ
。

凡
夫

皆
逐
レ境
生
レ心
、
心

遽
析
厭

。
若

欲
レ無
レ境
當

レ忘
昌共

心
一、
心
忘
即

境
察

也
。
境
空
即

心
滅

、

不
レ妄
レ心
而
但
除
レ

境

境

不
レ可
レ除

、
祇

盆
紛
擾

。

從

つ
て
心

さ

へ
塞

に
し

た
な

ら
ば

、
自

心

現
前

し
、
佛

を
見

る
事
が
出

來

る
と
考

へ
ら

れ

る
。

然

し
我

々
は
佛

を
、

外
求

的

に
見

な

い
、
但

内

に
向

つ
て
求

め

る
。
從

つ
て
外
求

的
と

は

反
封

と
考

へ
ら
れ

る

の
で

あ

る
。
然

し
内

に
向

つ
て
求

め

る
に
し

て
も

、
求

め
ら

れ

る
限

り
内
的

外
求

で
は
な

か
ら
う

か
。

其
所

に
は
爾
、
内

に
求

め

ら
れ

る
…封
象

が

あ

る
。
從

つ
て
、
師

の
言

の
如

く

「
起
レ妄
遣
レ妄

亦
成
レ妄
」

で
あ
り

、
「
若

有
亀見

庭
一帥

名
昌外
澄

し

で
な

け

れ
ば
な

黄
奨
輝
師
の
「心
」
の
考
察
(下
)

(
一
)
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黄
漿
輝
師
の
「
心
」
の
考
察
(下
)

(
二
)

ら
ぬ
の
で
は
な

い
だ
ら
う
か
。

不
レ用
呂別
求
一有
レ求
皆
苦
也
。

設
使
恒
河
沙
劫
藪
行
エ
ハ
度
萬
行
一、
得
佛

菩
薩
一亦
非
昌究
覧
一、
何
以
故
爲
レ属
昌因
縁
一。

此
等
は
、

一
心
は
決
し

て
、
意
識
的
に
意
識
を
忘
す
る
事

に
依
て
は
到
達
不
可
能
な
事
を
物
語

つ
て
ゐ
る
の
で
は
な

い
か
。
從

つ
て
、
此
等
は
内
見

で
あ
り
、

「
汝
等
愼
勿
冒観
レ静
及
室
丑
ハ
心
」

と
云
ふ
,如

く
著
塞
で
あ
り
、
廣

い
意
味

に
於
て
の

「
心
生
種
々
法
生
、
心
滅
種
々
法
滅
」

の
生
滅
心
と
考

へ
ら
れ

る
。
こ
れ
に
依
つ
て
は

一
心
に
達
せ
ら
れ

な

い
。
唯

吾
人
に
、
残
さ
れ
た
る
道
は
、
頓

に
謹
す
、
謹
契
獣
契

の

一
道

に
す
ぎ

ぬ
。

生
佛
を
認
め
、
凡
聖

の
二
見
に
堕

し
、
生
凡
を
滅
す

る
事
に
依

つ
て
他

㌦
佛
聖

に
な
ら
ん
と
す

る
限
り
、
矢
張
り

そ
の
滅
せ
ら
れ
る
封
象
を
持
ち
、
そ
の
限
り

に
於

て
、

「
放
レ
一
捉
レ
一
無
レ有
昌歌
期
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
寧
ろ
生

即
佛
心
即
佛
と
了
達
し
、
玄
會
す
る
所
に
生
佛
は
生
佛

で
あ

つ
て
、
而
も
生
佛

で
な
く
な
り
、
生
佛

一
如
が
あ
る
と

考

へ
ら
れ
る
。
其
所

に
頓
了
の
意
が
あ

る
。

㈲
諸
佛
菩
薩
與

一
切
畿

動
含
霊
同
大
浬
桀
性
也
。
性
即
是
心
、
心
'即
是
佛
、
佛
即
是
法
、

一
念
離
レ翼
皆
爲

妄̀
想
"

…
…
故
學
道

人
直
下
無
心
黙
契
而
己
。
(
十
ご
丁
)

㈲
會
昌實
性
一
者
不
レ見
昌
生
死
浬
樂
有
τ
別
、
凡
聖
無
異
、
境
智
無

二
、
理
事
倶
融
、
染
澤

一
如
佛
與
衆
生
本
來
李
等

一
際

(
宗
鏡
録
)

「
一
超
直
入
如
來
地
(
二
十
四
丁
)」
。
「
軍
刀
直
入
」
(
古
奪
宿
)
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が
頓

で
あ
り
、
心
の
理
解
方
法

で
あ

る
α
此
等
は
直
了
で
あ
り
、
否
定
な
ら
ぬ
否
定
、
郎
ち
絶
封
否
定
で
あ
る
α
か

、
る
否
定

に
し

て
始
め
て

一
心
に
相
鷹
し
得
る
の
で
は
な

い
か
。
こ
れ
は
大
捨
と
稽
せ
ら
れ
る
掃
蕩
法
で
あ
る
。
「
内

外
身
心

一
切
倶
捨
猫
昌虚
塞
一無
昌所
著
一、
然
後
随
レ方
鷹
レ物
能
所
皆
忘
是
名
昌大
捨
一。
」
こ
の
時
が
無

心
の
様

に
思
は
れ
る
。

無
す
可
き
心
は
始
に
考
察
し
た
様

に
、
思
慮
分
別
の
心
、
依
存
の
心
、
佳
著
の
心
等

で
あ

る
。
從

つ
て
此
等
の
心
を

遠
離
し
た
心
こ
そ
無
心

で
あ

る
。
然
し
、
無
心
は
無
意
識
塞
で
な

く
畳
膣
塞
で
あ

る
。
頑
室
と
解

す
る
限
り
、

「
筒

亦
塞
昌却
見
聞
畳
知
一即
心
路
絶
無
昌入
所
剛、
」
と
云
は
れ
る
如
く
全
く
入
所
は
得
ら
れ
な

い
の
で
あ
る
。
無
心
と
云

つ
て

も
本
心
が
な

い
の
で
は
な

い
。
否
定
さ
る
可
き

心
が
な

い
の
で
あ
る
。

　

　

ら

　

今

云
属無

心
非

レ無
二
心
禮

一
名
昌
無

心

一也
。

但

心
中

無
レ物
名

云
昌無

心
一、
但
於
レ心
無

事
於
レ事

無

心
自
然
塵

而
窯
、
寂

而
妙
、

是

心
旨
也

。

こ

れ

に
よ

つ
て
も
無

心
は
虚
無

を
意

味

し
な

い

こ
と

が

わ

か
る
。
憺

愛

凡
聖

の
心
が
な

い
の

で

あ

る
。

從

つ
て
無

心

の
無

は
有

に
封

す

る
無

に
非
す

無
帥

心

で
あ
り

、

心
帥

無

で
あ

る
。
無

と

心
と
は
離

れ

な

い
。

從

つ
て
無

心
鳳
心
無

で
あ
り

、
心

塞

で
な
け

れ
ば
な

ら

ぬ
。

「
心

無
也
刹

那
而
登
昌妙

畳
"。

心
有
也
噴

劫

而
…滞
昌凡
夫

一
有

而

不
レ有
無

而

不
ゾ

無
」

(
宗
鏡

録

)

で
あ

る
。

無

心
は
亦

無
念

と

も

云
は
れ

る
。

大
殊

は
、

「
無

念

者
無
昌邪
念

一非

レ無

昌正
念

職、

不
レ念
轟

有
無

一名
昌正
念

し

(
頓

要

)

と

云

ふ
。

全

く
眞

室

で
あ

る
。

眞

塞
と

云

つ
て
も
軍

に
、

塞
を

塞
す

る

の
で
畢

覚
塞

で
あ

る
。

從

つ
て
六
租

の
、
無

苦
ハ壁
熱源
師
凹の
「
心
」
の
考
察
(下
)

ハ
三
)
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黄
藁
輝
師
の
「
心
」
の
考
察
(下
)

(四
)

」
物
が
無
心
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
心
想
す
ら
入
れ
ら
れ
ぬ
。
心
想
あ
れ
ば
著
心
で
あ
り
著
塞
で
あ

る
。
勿
論
無
想
す
ら
あ
り
得

ぬ
。

㈲
若
得
レ定
得
γ澤
、
得
二

切
所
無
心
一之
時
作
レ得
二如
是
想
鱒、
此
妄
想
也

(
頓
悟
要
門
論

二
十
五
丁
)

㈲
本
來
無

一
物
、
無
物
便
是
否
。
師

云
無
亦
不
是

菩
提
一、
無

是

庭
一、
亦
無
蕪

知
解

(
法
要
)

全
く
無

心
に
は
方
法
が
な

い
。
忽
悟
帥
得
で
あ
る
。
帥
今
無
心
、
直
下
無
心
、
そ
こ
に
心
悟

へ
の
正
因
が
あ
る
と
考

へ
ら
れ
る
。
此
は
方
法
で
は
な

い
。

無
心
が
頓
塞
心
で
な

く
、
無
心
の
心
、
無
相
の
心
と
す
れ
ば
、

若
、
以
レ息
レ念
蹄
こ無
念
一、
如
昌同
寒
木
死
次
扁、
有
二成
佛
之
期
一哉
街
未
レ知
昌即
レ
念
而
無
念
一、
寧
知
二

念
頓
圓
輔
乎

(

宗
鏡
録
)

が
肯
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
そ
こ
に

「
無
心
者
於
レ心
離
レ心
也
」
(
頓
要
)
と
云
は
れ
る
理
が
あ
る
。
從

つ
て
無

心
は

軍
な

る
滑
極
的
な
そ
れ
で
な
く
、
積
極
的
な
絶
封
否
定
の
絶
封
肯
定
の
心
と
思
は
れ
る
。

「
以
昌塞
心
'観
レ色
時
亦
塞

若
不
レ観
レ色
時
亦
塞
不
昌分
別
一時
亦
塞
乃
至
見
聞
畳
知
亦
然
。」
從

つ
て

「
但
於
見

聞
畳
知
腱
一認
昌本
心
一、
然
本
心
不
レ

属
昌見
聞
畳
知
幅、

亦
不
レ離
見

聞
畳
知
」

が
理
解

さ
れ
る
襟

で
あ
る
。

然
し

こ
～
に
問
題
が
あ

る
。
無
心
と
は
方
法
で
あ

る
か
な
い
か
。
若
し
無
心
な
る
も
の
が
何
か
他
に
見
ら
れ
る
も

の

へ
の
到
達
と
し

て
の
方
法
と
す
れ
ば
、
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若
有
"見

慮
一即
名
昌外
遣
、
外
道
者
樂
昌於
諸
見
一。
(
三
十
三
丁
)

の
如
く
破
折
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
で
は
な
い
か
。

心
且
不
レ佛
不
昌衆
生
一無
レ有
昌異
見
一。
総
有
昌佛
見
一便
作
"衆
生
見
一有
見
無
見
常
見
断
見
便
成
昌二
鐵
園
山
一被
昌見
障
一。

此
は
全
く
無

心
が
方
法
に
非
ざ
る
事
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ

る
。

恒
河
沙
者
佛
読
昌是
沙

諸
佛
菩
薩
糧
梵
諸

天
歩
履

而
過
、
沙
亦
不
レ喜

毛
羊
最
蟻
践
而
行
沙

又
不
レ怒
珍
寳
馨
香
沙
亦

う

　

　

　

　

　

も

　

　

も

　

　

　

不
レ貧
、
糞
尿
臭
臓
沙
亦
不
悪
此
心
帥
無
心
之

心
、
離

}
一
切
相
一諸
佛
衆
生
、
更
無
昌差
別
一但
能
無
心
便
是
究
覧
。

無
心
こ
そ
究
菟

で
あ
る
。
そ
こ
に
無

心
是
道
の
理
が
あ
り
佛
行
と
云
は
れ
る
理
が
あ
る
。
佛
行
と
は
何
で
あ

る
か
。

其
は
自
心
を
知
る
事

で
あ

る
。
自
心
を
知
ら
ぬ
は
邪
行
で
あ

る
。
「
知
二自
心
一」
と
は
離

れ
る
事
を
知
る
事
で
あ
る
。

こ
れ
佛
行
で
あ
り
佛
道

で
あ

る
。
無
心
は
叉
三
昧
経
に
は
無
際
の
心
と
云

つ
て
ゐ
る
。
無
際
と
は
普
通
常
識

で
考

へ

る
無
限

で
は
な
い
。
輩
な
る
無
限
こ
そ

へ
ー
グ

ル
の
言

ふ
悪
し
き
無
限

で
あ

る
。

實
際
之
法
、
法
無
昌有
際
一無
際
之
心
則
入
㍉實
際
舌

力
菩
薩
日
、
無
際
之
心
智
、

共
智
無
レ涯
、
無
涯
之

心
、
心
得
二

自
在
一、
自
在
之
智
得
昌入
實
際
'。
(
三
昧
繧
、
五
十
八
丁
)

無
際

の
心
即
ち
無
心
の
膿
験
者
即
無
心
の
道
人
に
は
、
無
心
以
外

の
人
が
人
以
外

の
心
に
相
鷹
す
る
の
で
は
な
く
、

心
に
外
な
ら

ぬ
人
が
人
に
外
な
ら

蹟
心
に
相
鷹
す

る
の
で
あ
る
。
共
所

に
は
眞
の
相
慮
が
あ
る
。
こ
れ
を
直
下
無

心

本
髄
自
現
。
如
昌大

日
輪
陶昇
噌於

虚
室
噂偏
哺}十
方
一更
無
幡障

碍
一◎
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
從

つ
て
共
所

に
は
相
鷹
す
べ
き
も

黄
漿
灘
師

め
「
心
」
の
・考
察
(
下
)

(
五
)
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黄
薬
騨
師
の
「
心
」
の
考
察
(下
)

(
六
)

の
が
あ
る
の
で
な
く
、
相
鷹

の
相
鷹
す
可
き
が
な

い
と
云
ふ
の
が
眞
の
相
鷹

で
は
な
い
か
。

こ
の
事
を
起
信
論

に
は

随
順
と
云

つ
て
ゐ
る
。
無
心
と
私
と
は
封
立
し
て
ゐ
て
そ
の
結
果
得
ら

る
～
も
の
と
は
凡
そ
質
を
異

に
す

る
も
の
で

あ

る
。

此
所
に
心
の
非
合
理
性
が
あ
る
。
凡
そ
人
間
的
自
我
か
ら
は
決
し
て
掴
ま
れ
な

い
深
い
も
の
が
あ

る
。
其
所

に
は

頓
悟
し
か
許
さ
れ
ぬ
の
で
あ

る
。
掃
蕩
法
と
言
は
れ
る
の
も
斯
く
の
如
く
謹
契
黙
契
會
契

の
別
名

に
す
ぎ
な

い
。
從

つ
て
言

下
と

云
ひ
、
直

下
と
云
び

一
刹
那
と
云
ひ
、
こ
れ
全
く
心
の
直
接
性
を
云
ふ
の
で
あ

る
。
絶
封

に
二
見
を
見

な

い
。
其
所

に
黄
桀
の
頓
了
が
あ

る
。
頓

了
以
外

に
心
の
理
解
は
不
可
能

で
あ
る
。
無
修
無
謹

の
頓
了
を
外

に
し

て

許
さ
る
、
澄
は
吾
人
に
淺
さ
れ
て
ゐ
な
い
。
全
く
の
飛
躍

で
あ

る
。
其
所

に
は
時
間
は
な
い
。
全

く
の
超
時
間
超
塞

間
で
あ
る
。
然
も

「
心
」

で
あ
る
以
上
、
超
越
で
あ
り
内
在

で
あ

る
。
否
輩
な
る
超
越
も
内
在
も
許
さ
れ
な

い
超
越

的
内
在
で
あ
る
。

「
一
切
所
に
な
い
が
此
所
に
も
あ
る
」
事
が
可
能

で
あ

る
。
故

に
修
謹
を
か
ら
す
直
接
理
解
に
依

ら
ざ
る
を
得
な

い
で
あ
ら
う
。

租
師
西
來
唯
傳
・心
佛
一直
指
汝
等
心
本
來
是
佛
。
心
心
不
異
故
名
爲
レ姐
。
若
直
下
見
昌此
意
一即
頓
郵
主

乗

一
切
諸

位
一、
本
來
是
佛
不
レ假
昌修
謹
一。
(
三
十
四
丁
)

心
心
不
異
、
直
指
一
頓
了
と
は
何
で
あ
ら
う
か
。
而
し
て
か

、
る
無
心
を
謹
す

る
に
、

彌
今

一
切
時
中
行
住
坐
臥
倶
與
・無
心
一久
々
錐
昌實
得
一爲
昌爾
力
最
小
一不
レ
能
昌
頓
超
一
但

三
年
五
年
十
年
須
下
得
亀
箇
入



所
"自
然
會
去
上爲
昌汝
不
レ能
レ如
レ是
須
レ要
昌將
レ心
學
レ縄
學
τ道
佛
法
有
昌什
塑
交
渉
幅

と
云
ふ
如
く
人

に
利
鈍
あ
り
と
す
る
の
は
如
何
に
考

ふ
可
き
で
あ
ら
う
か
。
叉

然
謹
昌此
心
鳳有
単遽

速
'。
有
下聞
ソ法

一
念
便
得
無

心
鴫者
亀、
有
下至

十̀
住
十
行
十
廻
向
一乃
得
無

心
一者
上、
有
下至
昌十
地

乃
得
蕪

心
一者
幽、
長
短
得
蕪

心
}乃
住
更
無
旬

レ修
可
ア
讃
實
無
所

得
一
眞
實
不
虚

一
念
而
得
與
+
地
而
得
功
用
恰
齊

更
無
亀深
…淺
一只
歴
劫
柾
受
昌辛
勤
一耳
。

と
云
ふ
如
く
、
逞
速
あ

る
は
如
何
に
見

る
可
き
か
。
逞
速
を
見
て
能
不
能
を
問
題
と
す

る
限
り

「
頓
漸
な
き
法
」

に

は
必
然
大
な

る
信
が
要
講
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
信
不
具
と
云
ひ
臨
濟
が
信
不
及
と
云
つ
た
の
も
實

に
出
螢
黙
と
し

て

の
信
が
如
何
に
重
要
な

る
か
を
言

つ
た
も
の
で
あ

る
。

「
若
し
此

の
遣
を
成
ぜ
ん
と
欲
す
ば
先
づ
須
く
大
信
根
を

具

す
可
し
」
(
無
鑑
燈
論
信
修
第
二
)
と
云
ひ

「
我
が
身
愚
鈍
な
れ
ば

と
て
卑
下
す
る
事
勿
れ
、
今
生
に
登
心
せ
ざ
れ
ば
何
時
を
待

つ
て
か
行
道
す
可
き
や
。
今
強

い
て
修

せ
ば
必
す
道
を
得

べ
き
な

h
・。」
(
随
聞
記
)

と
云

ふ
た
の
も
こ
れ
を
云
ふ
の
で
あ
ら
う
。
然
も
信
す

る
我
以
外

に
心
は
な

い
。
信
を
外

に
し
て
心
は
な

い
。
信
心

不

二
で
あ
る
。

こ
れ
に
連
關
し
て
心
心
不
異
を
考

へ
て
見
度

い
。

心
心
不
異
爲
組

、
と
云
ひ
心
心
不
異
爲
昌活
祀
一。

(
臨
濟
録
)
と

云

へ
る
は
何
故
か
。

心
心
不
異
爲
昌
一
心
一、
と
云

ふ
可
き
で
な

い
か
。

勿
論

一
心
は
租

で
あ
ら
う
。

而
し
何
故
に
租
と
去

つ
た
か
。

此
所

に
問
題
が

あ
り
は
し
な

い

黄
壁
ハ暉
師
の
「心
」
の
考
察
(
下
)

(
七
)
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黄
葉
暉
師
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「
心
」
の
考

察
(
下
)

"

(
八
)

が
。
自
身
本
來
佛
ー

勿
論

こ
れ
は
現
實
の
私
か
ら
は
絶
野

に
云

へ
ぬ
事
で
あ
る
が
ー

で
あ

る
事
の
頓
了
は
決
し

て
他

に
依
ら
す
、
自

心
自
悟

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
こ

、
に
租
と
云
は
れ
る
所
以
は
、
必
然
善
智
識
を
豫
想
す

る
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

「
何
期
」

の
六
祀
の
大
敷
喜
や
、
臨
濟
と
黄
彙
と
の
問
答
に
依

つ
て
の
見
性
、
其
庭

に

は
法
的
人
格
と
し
て
の
善
智
識

が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
。
無
始
無
明
-

勿
論
私
に
は
全
然
知
ら
れ
て
ゐ
な

い
が
ー

本
來
無
始
劫

の
凡
夫
た
る
私

に
は
自
分
自
身
大
死
は
不
可
能

で
は
な

い
だ
ら
う
か
。
共
所

に
自
心
是
佛
と

の
自
悟
は
他

に
依

つ
て
誘
導
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
自
心
是
佛
、
心
外
無
佛
の
達
了
は
必
然
智
識

に
よ
る
師
謹
を
必
要

と
す
る
。
無
師
猫
悟
は
繹
奪
の
み
。
其
所

に
以
心
傳

心
が
あ
り
、
印
心
が
存
す
る
。
師

の
心
と
弟
子

の
心
、
否
弟
子

の
心
身
と
師

の
心
身
と
は
互
に
別

で
あ
り
乍
ら
、
然
も
師

心
は
弟
子
の
心
以
外
で
な

く
弟
子
の
心
は
師
の
心
以
外

で

な

い
。
全
く

一
な

る
所
其
庭
に
二
人
な
く

一
人
否

一
心
以
外
の
何
物
も
な

い
。
弟
子
の
心
を
見

る
も
の
は
師
心
で
あ

り
、
師
心
に
相
鷹

せ
ぬ
限
り

一
と
は
な
り
得
ぬ
二
で
あ
る
。

二
人
あ
る
所
師
法
は
あ
り
得
ぬ
の
で
あ

る
。
忽
有

一
人

出
來
不
下於
昌
一
名

一
相
上
」作
膨解
者
、
我
読
此
人
蓋
十
方
世
界
覚
者
箇
人
不
可
得
以
無
二第
二
人
一故
織
二租
位
一。

(
古
奪

宿
巷

一
十
七
九
九
十
七
丁
)

此
庭

に
現
實
界
は
否
定
さ
れ
、
あ

る
も
の
は
心
法
の
み
。

一
器

の
水
を

一
器

に
う

つ
す
如
く
、
不
異
で
あ
り
乍

ら

器
と
し
て
の
師
と
弟
子
は
二
で
あ
り
、
傳
燈
歴
史
が
-ー

輩
な

る
歴
史
で
は
な

い
、
歴
史
は

「
心
」

に
よ

つ
て
否
定

さ
る
可
き
も
の
で
あ

る
が
i

存
す
る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
こ
れ
こ
そ
眞
の
獣
契
で
あ

る
。

こ
こ
に
こ
そ
藤

の
傳

切



統

が
始

ま
り

亦
其

慮

に
見
出

さ
る

、
も

の
は
翼

の
問

法

で
あ

る
だ

ら

う
。
然

し
嚴

密

に
考

へ
て
見

性

は
外

に
あ

る

の

で
は
な

い
。
私
,の
大

死

の
と

こ
ろ
其

所

に
あ

る
。
桃
花

撃
竹

の
故
事

は
此

を
物
語

る

の
で
あ

る
。

か

く
し

て
頓
了

と
言

ふ
も
了
義

と

云

ふ
も
何

か
そ

こ

に
得

ら

れ

る
可

き

も

の
が
あ

る

の
で
は
な

い
。

無

心

一
心
は

絶
封

の
無

、
無

の
無

で
あ

る
。

當

下
了

時

不
レ得
昌了
相

一無

レ了
無
昌不

了
一相

亦

不
可
得

.

如
!見
從

法
得
者

即
得

。

得

者

自
不
昌畳

知
一、

不
得
者

亦
自

不
昌畳
知

一
(
古
奪

宿

九

十
七

丁
)

亦

菩
提

無
二所
得

傭

今
但
登

藍
州所

得

心
一決

定

不
レ得

二

法
一帥

菩
提

心
、
菩

提
無

佳
所

一、

是
故

無
レ有

得

者
一故

日
、

我

於
昌然
燈
佛

所

一無
レ有
昌少
法

可
ツ得
佛

「即

與
昌我
授

記

一。

此
所

に
無

修
無

謹

の
畢

竜

謹

た
る
所

以
が

あ
り

一
切
を
絶

封

に
彿
ひ
審

す

無
方

法

の
方

法
が

あ

る
。

於
レ外

不
レ梁
昌色
聲

等

一。

於
レ内

不
レ起
昌妄

念

心
一得
レ如
〆是

者
.即
爲
レ謹
。

得
レ謹

不
レ得
レ作
5謹

想
口即

名
昌無

謹

一也
。

得
噛庇

無
謹

一之
時

亦

不
レ得
レ作

昌謹
想

画。

是
名

二無

謹

騨即

名
無

}}無

謹
一也

。
(
頓

要

上
巻

二
十

四
丁

)

次

に
帥

心
帥
佛

の
考

察

に
移

ら
う
。

是

れ
全

く

一
心

で
あ

り

、
見

性
成

佛
を
意

味

す

る
と
考

へ
ら

れ

る
。
然

し
即

か
非

か

二
見
を

い
だ

か
ざ

る
を

得

ぬ
我
我

に
と

つ
て
は

次

の
問

は

全
く
肯

定

さ
れ
ざ

る
を

得
な

い
様

で
あ

る
。

和
術
所
レ言

郎

者
是

何
道

理
。
師

云
覚
昌什
嬢

道
理

縫

有
昌道
理

一便

即

心
異
。
云
前
言
言無
始

以
來

不
巳異

昌今

日
一此

理
如

何

。
師

云
只
爲
レ覚

故
汝
自

異
レ他

、

汝
若

不
レ覚

何
腱
有
レ異
。

云
既
是

不
レ異

何
更
用
レ読
レ即
。

師

云
汝

若

不
レ認
昌凡

黄
藁
暉
師
の
「
心
」
の
考
察
(下
)

(
九
)
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(
輔
○
)

聖
一阿
誰
向
レ汝
道
レ即
即
若

不
レ帥
心
亦
不
レ心
可
中
心
即
倶
忘
阿
禰
更
擬
下向
一荷
所
一覚

去
亀。

從

つ
て
即
と
心
と
の
二
を
見
る
限
り
.即
心
で
は
な
い
。
從

つ
て
非
心
非
佛
と
云
は
れ
る
の
で
は
な

い
か
。

非

心
非
佛
の
頓
的
な
も
の
は
蓋
し
灘

の
特
色
で
あ
る
。
即

心
帥
佛
か
何
か
二
を
見
て
然
も
そ
れ
が
帥
な
る
媒
介

に
依

つ
て
統

一
さ
れ
る
と
見
ら
れ
易

い
。
從

つ
て
非
心
非
佛
と
も
云
は
れ
る
が
雨
者
共

に

一
心
の
異
な
れ
る
表
現
で
あ

つ

て
即
は
不
郎

で
あ
り
亦
非
郎

で
あ
る
。
夜
塘
水

に
は
非

の

一
字
を
墨
げ
、

「
非
者
無
棟
揮

至
道
而
潜
行
密
用
不
レ勢
レカ
、
穏
密
之
用
地
也
。
非
レ謂
昌之
枯
木
死
友
習
定
一本
地
風
光
天
眞
之
行
持
、

木
人
方
歌
石
女
起
舞
。
實

不
可
思
議
、
不
可
稽
量
也
。
」
と
云
ふ
て
ゐ
る
。
非
を
見
る
も
の
は
非
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
怪

々
了
々
に
し

て
非
心
非
佛
の
端
的
が
窺
は
れ
る
。
「
若
了
々
見
性
者
如
鵠摩
尼
珠
現
7色
、
読
憂
亦
得
読
不
攣
亦

得
」

と
云
つ
て
居
る
が
、
無
心
で
あ
り
非
心
で
あ
る
が
故
に
、
読
憂
も
可
で
あ
り
読
不
鍵
も
可
で
あ
る
。
勿
論

吾
人

か
ら
は
決
し
τ
窺
は
れ
る
も
の
で
は
な

い
が
、
此
所
に
無
相

の
本
心
が
あ

る
。
・即
見
性
底
で
あ
り
無
心
府
で
あ

る
。

亦
智
慧

で
あ
る
。
智
慧
と
云

つ
て
も
常
識

の
分
別
智

叉
は
眞
備
美
醜
善
悪
の
到
断
智

で
は
な

い
。
灘

心
、
佛
心
の
正

邪

の
判
噺
智

で
あ

る
。
こ
の
智

に
よ

つ
て
見
性
が
可
能

で
あ
る
。
こ
れ
は
全
く
飛
躍
を
要
す

る
。
然
ら
ば
そ
の
飛
躍

後
は
ど
う
で
あ
ら
う

か
。
亦
そ
の
意
識

歌
態
は
ど
ん
な
も
の
か
、
こ
れ
が
衣
に
考
察
さ
る
可
き
問
題
で
あ
る
。

其
の
前

に
私
は
考

へ
た
い
。
絶
封
者
心
と
の
合

一
に
於
け
る
そ
の
瞬
間
の
意
識

と
は
如
何
な
る
も
の
な
り
や
。
勿

論
そ
れ
は
心
の
意
識

で
あ
り
、
無

の
意
識
ー

勿
論
無
意
識
で
は
な

い
無
ー

ど

云
は
る
可
き
も
の
で
あ

る
。
㈲

若
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無
昌岐
路

心
二

切
心
取
捨
如
昌木
石
一
(
三
十
五
丁
)
此

の
時
無
と
云
ひ
木
石
と
は
何
を

云
ふ
か
。
㈲

心
同
噂虚

塞
去

如
・

枯
木
石
頭
一去
如
昌寒
友
死
火
一去
方
有
昌少
分
相
懸
脚、
、④
汝
読
「如

今
情
量
鑑
所
爲

這

、
審
道
は
如
何
に
解
す
可
き
か
。

私
は
嘗

て
意
識
作
用

の
否
定
に
よ

つ
て
心
に
達
す

る
と
云

つ
た
が
然
ら
ば
そ
の
否
定
は
何
を
云
ふ
の
で
あ
ら
う
か
。

意
識

は
作
用
と
内
容
と

に
匿
別
し

た
の
で
あ

る
が
、
帥
無
な
る
作
用
と
有
な
る
内
容
と

に
引
ぎ
離
す
事
が
出
來
て
ぢ

作
用
と
内
容
と
は
本
來

一
如

で
あ

る
。
從

つ
て
今
否
定
と
云

つ
て
も
意
識
内
容

の
否
定
は
必
然

に
作
用
の
否
定
で
あ

る
。
從

つ
て
人
間
の
死
i

普
通

の
肉
腿

の
死
ー
ー

を
意
味
す
る
も
の
～
様
で
あ
る
。

慧
可
云
、
我
巳
息
昌諸
縁
一。
師
云
莫
不
レ可
晟

り噺

滅
一去
否
。
云
不
レ成
昌断
滅
一。
何
以
験
レ之
。
云
不
噺

滅
一。
可
云
了

々
常
知
言
レ之
不
レ可
レ及
。
師

云
是
之
諸
佛
所
傳
心
膿
勿
レ疑
。
(
景
徳
傳
燈
録
雀
三
)

之
に
よ
つ
て
も

「
心
」

の
意
識

に
あ

つ
て
は
肉
禮

の
死
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
し
て
、
寧
ろ
そ
れ
を
玄
會
す
る
所

に
あ
る
様
で
あ
る
。
然
し
此
所
に
知
る
と
云
ふ
事
は

一
膿
何
を
意
味
す
る
か
。
感
畳
的
知
畳
を
以
て
知
る
の
で
は
な

い
。
感
畳
的
智
以
上
、
否
寧
ろ
心
眼

に
よ

つ
て
知
る
の
で
あ
る
。
然
し
此
庭
に
問
題
が
あ

る
。
常
識
は
常

に
何
か
を

意
味
し
て
居
り
、
知
る
可
き
は
常
に
知

つ
て
居

る
事
と
考

へ
る
事
で
あ
る
。
然
し
か

、
る
考
は

一
膿
ど
う
で
あ
ら
う

か
。

そ
れ
が
意
識
内
の
み
の
事

に
し
て
も
、
最
早
や
知
る
と
云

へ
ば
こ
の
知
が
外
界
的
封
象

で
は
な
い
に
し
て
も

一
種
の

内
的
外
界

で
あ
る
。
そ
の
意
味
に
於
て

一
種

の
封
象
で
は
な
か
ら
う
か
。
其
慮
に
は
既

に
見

る
も

の
と
見
ら
れ
る
も

黄
藁
暉
師
の
「
心
」
の
考
察
(下
)

(
一
一
)
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(
一
二
)

の
と
の
封
立
が
あ
り
、
そ
れ
は
高
次
の
生
滅
心
を
意
味
し
な

い
だ
ら
う
か
。

所
以
租
師
云
認
得

心
性
一時
可
レ説
ご不
思
議
'、
了

々
無

所

得
一得
時
不
レ読
レ知
。
此
事
若
敷
レ會
何
堪
也
。

の
如
く
常
識
は
不
知

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
了
々
常
知
帥

不
知
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

「
心
」
は

↓
心
が
知
る
の
で

あ
る
。
知

る
と
知
ら
れ
る
は
峻
別
出
來
な

い
。
否
能
知
所
知
な
き
所

そ
れ
が
常
識

で
あ

る
。
然
ら
ば
そ
の
後

の
生
活

は

}
膿
ど
う

で
あ
ら
う
か
。

黙
契
契
悟
の
結
果
、
私
は
歪
く
内
外
身
心
善
悪
美
醜
量
ハ薦

一
切
の
相
封
か
ら
離
脱
し

て
、

一
切
身

心
双
忘

一
切
倶

絶
の
も
の
と
な

る
。
從

つ
て
内
感
の
封
象
か
ら
は
勿
論

、
外
威
の
封
象
等

の

一
切
か
ら
の
離
脱
で
あ

る
。
之

は

一
切

の
自
然
界
に
も
住

せ
す
、
さ
れ
ば
と
云

つ
て
精
神
界

に
も
佳

せ
ざ
る
猫
脱
無
爲
の
も
の
で
あ

る
。

「
我
此
法
門
從
上

以
來
光
立
昌無
念
一爲
レ宗
無
相
爲
レ謄
無
住
爲
レ本
」
(
定
慧
第
四
)
の
如
く

一
切
か
ら

の
解
脱
で
あ
る
。

大
殊
の

♂

㈲
莫
レ思
昌量
善
悪
一當
所
出
坤主

界
一。

㈲
不
レ住
二

切
所
者

不
レ住
昌善
悪
有
無
内
外
中
間
噛、

不
γ住
レ室
不
レ住
昌不
塞
一不
レ住
レ定
亦

不
レ住
昌不
定
帥

不
レ
在
二

切

所
一、
只
箇

不
佳

一
切
所
帥
是
住
所
也
。
(
頓
悟
要
門
)

の
如
く

一
切
か
ら

の
離
脱

で
あ
る
。
此
慮

に
現
實

の
全
き
否
定
、
人

間
の
否
定
、
理
性

の
否
定
が
あ
る
。
如
何
な
る

理
解
も
絶
封

に
投
げ
出
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
此
庭

に

「
無
心
見
道
」

と
云

へ
る
理
が
あ

る
の
で
は
な
か
ら
う
か
。

一

幽



切
か
ら
離
脱
す
る
事
に
よ
つ
て
現
實
界

に
住
し
な

い
の
で
あ
る
が
、
却

て
絶
封
の
否
定
帥
絶
饗
の
肯
定
の
清
息
が
窺

.

は
れ
る
の
で
は
な

か
ら
う
か
。
衣
に
い
さ

、
か
無
所
得
の
生
、
悟
後
の
生
に
就
て
考
察
し
よ
う
。

㈲

三
千
世
界
都
來
見
箇
自
己
心
外
無
法
論
目
青

山
虚
塞
世
界
絞

々
地
。

㈲

絡
日
任
運
騰

々
如
コ痴
人
一相
似
世
人
審
不
レ識
レ爾

一
切
法
透
呂汝
心
一不
レ入
。

ω
無
始
以
來
不
レ異
呂今
日
一。

㈹
終

日
喫
レ飯
未
冠曾
咬
呂著

一
粒
米
一、
終
日
行
未
む曾
踏
呂著

一
片
地
「。
與
籔
時
無
「入

無
我
等
相
}、

絡
日
不
レ離
噌
一
切

事
一、
不
諸

境
惑
騨方
名
昌自
在
人
一。

の
如
く
登
く
宗
敏
的
自
由
の
世
界
で
あ
る
。
奮
來
迷
悟
の
世
界
は
無
迷
悟

の
世
界
と
化
す

る
。
i

否
無
迷
悟
そ

の

ま

～
の
世
界

で
あ

る
。
帥
心
即
佛
、
任
運
の
絶
封
行
、
行
的
智

の
世
界
で
あ
る
。
我
即
世
界
、
世
界
帥
我
で
あ
る
。

自
心
は
全
く
否
定
肯
定
を
絶
す

る
も

の
で
あ
る
。

「
心
」

は
か
く
し
て
絶
封
の
無
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
絶
封
無
と

し
て
の
心
は
其
腱

に
縁

に
依

つ
て
自
己
を
現
は
し
來

る
の
で
あ

る
。

一
切
の
根
擦

た
り
し

「
心
」

は
有
と
し
て

一
切
に
於
て
蘇
り
來
る
の
で
あ

る
。
我
は
無
で
あ
り
然
も

一
切
に
於

て
蘇

る
。
我
は
他

に
於
て
我
を
見
出
し
、
他
は
我
に
於
て
他
を
見
出
す
。
此
腱
に
彼
が

「
捨
」
と
云

つ
た
理
が
存
す
る
の

で
は
な
か
ら
う
か
。
過
去
心
不
可
得
過
去
捨
、
現
在
心
不
可
得
現
在
捨
、
未
來
心
不
可
得
未
來
捨
、
所
謂
三
世
倶
捨

捨
は
、
然
し
乍
ら
捨
て
る
の
で
は
な
く
し
て
捨

て
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
軍
な
る
捨
は
不
捨
に
封
し
て
の
捨

で
あ

黄
藁
輝
師
の
「心
」
の
考
察
(下
)

(
=
嚇こ
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黄
葉
騨
師

の
「
心
」
の
考
察
(
下
)

(
一
四
)

る
。
絶
封
判
断
に
於
て
は
捨
即
不
捨

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
庭
に
大
捨
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。
其
腱
に
は
瞬
間

的
存
在
は

一
切
見
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る
。

念

々
不
見

二

切
相
一莫
レ認
前

後
三
際
"前
際
無

去

住
一今
際
無
レ住
後
際
無

來
。
(
法
要
)

時
間
の
常
識

は
現
在
は
遇
去
に
流
れ
、
未

來
は
未
だ
來
ら
す
、
未
來
よ
り
過
去
に
流

れ
そ
れ
自
膿
流
れ
の
如
く
思
惟

す
る
。
然
し
斯
る
考

へ
方
を
も

つ
て
心
を
見
る
な
ら
ば

そ
こ
に
は
非
常

な
隔
が
あ
る
の
で
は
な

い
か
。
前
句
は
之
を

否
定
し
去
つ
た
も
の
で
あ

る
。

念

々
謹

寂̀
滅
一諸
佛
見
昌衆
生
一絡
日
生
而
無
生
、
終
E
滅
而
無
滅
即
大
乗
果
、
(
古
尊
宿
語
録
)

生
が
無
生
滅
、
滅
が
不
生
滅
。
其
庭
に

「
心
」

の
作
用
を
見
る
。
無
な

る
が
故
に
無
と
し
て
出
で
有
と
し
て
出
す

る

の
で
あ
る
。
從

つ
て
、
現
在

の
存
在
は
唯
現
在
の
刹
那
に
於
て
の
み
存
し
、
次
の
刹
那

に
は
総

て
滅

に
蹄
し
て
ゐ
る

の
で
あ

る
。
然
も
亦
新
た
な

る
次
の
刹
那
総
て
が
無
端

に
生
じ
來
る
。

不
思
議
生
起
の
世
界

で
あ

る
。
大
千
沙
界
海

中
涯

一
切
聖
賢
如
昌電
梯
一、

水
中

の
泡

の
如
く
生
じ
た
瞬
聞
既

に
滅

に
館
し
て
ゐ
る
。

而
も
叉
生
す
る
の
で
あ
る
。

生
す
る
瞬
問
は
滅
に
蹄
す

る
瞬
間
で
あ
る
。
生
滅
は
全
く
同
時
的
で
あ
る
。
か
く
し
て
全
き
眞
の
無
常
は
眞
實

に
不

可
得

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

も

　

も

　

　

ぬ

う

も

不
レ起
昌
一
切
心
諸

縁
盤
不
レ生
即
是
身
心
自
由
人
不
昌是

一
向
不
ツ生
是
随
意
而
生
。

現
在
の
刹
那
の
行
は
絶
封
自
由
で
あ
る
。
何
物
と
錐
も
我
の
行
を
制
約
す

る
も
の
で
な

い
。
何
故
な
れ
ば
我
帥

心
で

妬



風

あ
り
、
我

の
自
心
を
外
に
し
て
別
に
佛
が
な
い
か
ら
で
あ

る
。
然
も
必
然
的
の
自
由

で
あ
る
。
此
庭

に
因
果
業
報
の

世
界
に
在
り
乍
ら
然
も
因
果

か
ら
自
由
で
あ
る
。
否
現
實
界
か
ら
の
離
脱

に
よ
つ
て
因
果
は
考

へ
ら
れ
ぬ
の
で
あ
る

而
も
因
果
か
ら
全
く
自
由
、
因
果
の
使
得
者
と
な
る
の
で
あ

る
。
無
明

で
あ
り
乍
ら
然
も
無
明
で
な

い
。
此
慮

に
自

由

人
と
し
て
の
絶
封
行
が
開

か
れ
來
る
の
で
あ
る
。

而

し
て

一
度
意
に
從

つ
て
生
ぜ
し
行
は
、
決

し
て
滅
と
し

て
清

へ
失
せ
る
事
な
く
歴
史

を
超
え
な
が
ら
、
而
も
非

蓮
績
的
な
連
績

の
行
と
し
て
刻
々
我
の
業
と
し

て
生
じ
て
行
く
の
で
あ

る
。
此
庭
に
終
日
生
じ
て
而
も
無
生
、
終
日

減
而
無
滅

の
自
由
人
の
知
的
行
が
あ
る
。
因
果
中
に
あ
り
乍
ら
因
果
を
脱
す

る
。
否
不
落
因
果
な
る
故
不
昧
因
果
な

の
で
あ
る
Q

至
哺晩

参
一師
墨
前

因
縁
噌次
。
黄
奨
帥
問
古
人
錯
封

一
轄
悟
藩

在

野
狐
身
一
同
入
轄

々
不
レ錯
是
如
何
。
師
云
近
前

來

向
レ汝
遁
。
黄
奨
近
前
打
レ師

一
掌
。
師
云
將
謂
胡
髪
赤
更
赤
髪
胡
。
(
古
奪
宿
語
鎌
雀
十
八
十

二
丁
)

か
く
不
昧
因
果
中
に
不
落
因
果
が
可
能
な

る
爲
に
轍
、
瞬
問

々
々
に
於
け

る
我
は
絶
封
自
由
、
否
最
早
や
自
由
と
は

云
び
得
ぬ
絶
封
自
由

に
あ
ら
ね
ば
な
ら
な

い
。
此
の
自
由

こ
そ
我
を
因
果
に
落
ち
し
め
す
し
て
却

て
因
果
を
創
造

せ

し
め
て
行
く
圭
た
ら
し
め
る
も
の
で
あ

る
。
絶
封
自
由
な
る
我
は
因
果
海
中
を
離
脱
す
る
が
故
に
不
昧
因
果
も
可
、

不
落
因
果
も
可
で
あ
る
。

　

し

る

も

不
レ起

=

切

心
一諸

縁
鑑

不
レ生
帥

是
身

心
自

由
人

。

是

不
昌
一
向

不
7生
是

随
レ意

而
圭
。

黄
壁
騨
師
の
「
心
」
の
考
察
(下
)

(
一
五
)
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黄
壁
盆
騨
師
の
「
心
し
の
老
・察
(下
)

(
一
六
)

の
如
く
現
在
刹
那
の
行
は
絶
封
自
由
で
あ

る
。
何
物
も
我
の
行
を
制
約
す
る
も
の
は
な

い
。
而
も
必
然
的
自
由
な
る

が
爲

に
因
果
業
報
の
世
界

で
あ
り
乍
ら
因
果
に
堕
せ
す
。
寧
ろ
因
果
を
獲
得
す

る
。
絶
鍔

の
無
心
行
が
百
丈
に
甥
し

て
打
師

一
掌
と
し
て
表
は
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
汝
毎

日
行
住
坐
臥
出
レ言
瞬
目
同
無
漏
、
(
二
十
三
丁
)
刹
那

は
刹
那
を
追

ふ
て
決
し
て
止
ま
ら
ぬ
。
無
常
不
停
で
あ
る
。
心
は
無
常
之
し
て
自
己
を
實
現

し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。

否
無
常
即
心
な

の
で
あ
る
。
軍
な
る
無
常
は

「
心
」

と
は
云
へ
な

い
。
刻
々
無
常
な

る
が
故

に
生
滅
で
あ
り
乍
ら
無

生
滅

で
あ

る
。
固
定

せ
し
無
常
な
る
ざ
る
が
故

に
、
常

に
生
滅
の
世
界

に
自
己
を
表
は
す
。
そ
れ
は
有
爲

で
な
く
し

て
無
爲
で
あ
る
。
不
思
議
生
起

の
世
界
で
あ
る
。
因
果

一
如
の
世
界

に
於
け
る
行
は
そ
れ
自
艦
絶
封
的
債
値
i

無

債
値
の
債
値
日

ー
を
も

つ
の
で
あ
る
。
現
在

の
我

の
生
は
唯
必
然
的
な
行
に
依

つ
て
の
み
そ
の
意
義
が
十
分
登
揮
さ

れ
る
の
で
あ
る
。
現
在
の
我

の
生
は
未
來
の
我
の
生
の
爲
の
手
段

で
な
く
し
て
、
刹

那
々
々
念

々
の
生
そ
の
儘
絶
封

的
生
で
あ
る
。
然
も
佛
性
と
し
て
の

「
心
」

は
そ
の
刹
那
に
全
く
露
現
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
禮
佛
問
法
に
依

つ
て

未
來
に
幅
を
願
ひ
希
望
す
る
が
如
き
功
利
的
行
爲
は
絶
封
に
否
定

さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
今
を
外
に
し
て
未
來
を
望
む

以
上
二
見
で
あ
り
、
馳
求
心
、
求
心
所
得
あ

る
の
心
で
あ
る
。

一
切
心
な
く
無
心
に
刹
那

々
々
の
行
を
無
碍
に
行
じ

つ
～
、
未
來
に
何
等
求
む
る
所
な
き
般
若
行
こ
そ
.
三
昧
の
世
界
、
無
所
得
不
可
得
の
生
で
あ
る
。

師
於
彿

殿
上
"禮
γ佛
。
沙
彌
云
不
昌著
γ佛
求
}不
昌著
レ法
求
一不
薯

レ衆
求
一長
者
禮
拝
當
何
所
レ求
。
師
云
不
署
レ佛
求
一不

昌著
レ法
求
一常
禮
如
レ是
事
。
沙
彌
云
用
レ禮
何
爲
師
帥
掌
。
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禮
拝
と
云

つ
て
無
封
象
を
何
故
禮
す
る
か
。
か

、
る
問
を
登
す
る
事
は
渉
彌
と
同
じ
く
断
見

に
陥
れ
る
謹
擦

で
あ

る

求
め
す
し

て
而
も
禮
拝
す

る
。
そ
こ
に
眞

の
宗
敏
性
が
あ

る
。
達
磨
も
此
に
關
し
て

所
在

之
所
帥
爲
有
佛
自
心
是
佛
、
不
レ懸
コ將
レ佛
禮
τ佛
、
但
是
有
佛
菩
薩
相
貌
忽
爾
現
前
。
亦

功
不
用
敏
我
心
室
寂

本
舞

動

是
相
貌
}若
取
レ相
帥
是
禮
レ魔
鑑
落
昌邪
遣
一若
是
幻
從
レ心
起
即
不
レ用
レ禮
、
禮
者
不
レ知
知
者
不
γ禮
、
禮
被
魔

撮
一恐
學
人

不
知
故
作
昌是
辮
一
(
血
脈
論
四
十
八
巻
諸
宗
部
巻

三
十
五
)

と
云

つ
て
ゐ
る
。
斯

く
し
て
眞
の
生
活
は
無
所
得
で
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。

今
黄
漿

の

「
心
」

の
考
察
を
終
る
に
際
し
て
彼

の
縄
法
の
中

心
が

吋
心
自
心
に
存
し

そ
れ
の
理
解
が
如
何
な

る
も

の
か
、
亦

「
心
」

が
全
く
超
現
實
附
超
人
間
的

で
あ
り
、
而
も
遍
在
性
、
不
愛
性
、
絶
封
自
由
性
を
持

つ
も
の
で
あ

る
事
が
雑
然
乍
ら
理
解
し
得
た
と
思
ふ
。
最
後

に
何
物
を
も
得
す
、
解
決
す
ら
得
な
か
つ
た
事
を
告
白
し
て

「
心
」

の
理
解

の
爲
に
實
践

に
登

る
可
き
事
を
知

つ
た
。

如
今
會
昌此
意

荷

用
昌騙
馳
但

随
縁
消
昌田
業
一更
莫
レ造
昌新
融

の
無
心
の
行
こ
そ
我
等
の
目
標
と
な
ら
ね
ば
な
ら

ぬ
。
(
了
)
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黄
彙
暉
師

の
「
心
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察
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下
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七

)


